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　化学はエネルギー多消費産業であり，燃料と原料の双方における化石資源
からの早期脱却と炭素循環が求められる。化学産業のカーボンニュートラル
戦略について整理し，戦略遂行に向け重要となる視点について考察した。
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　カーボンニュートラルの達成に向けて世界中で動きが加速する一方，製油
所においてはそのビジネスの特性上，カーボンニュートラルの達成は容易で
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を，定量的に検査可能な新技術として，配管腐食検査用エネルギー弁別型放
射線ラインセンサーについて，特徴といくつかの活用事例を紹介した。
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　石油業界で発生した深刻な事故を契機に技術開発が始まった交流電磁場測
定法（ACFM）は，溶接部に生じる割れをコーティングの上から検出でき，
深さも測定できる。ACFM 装置の概要，海外での適用事例等を紹介した。

HTRI SmartPMTM による熱交換器管理のDX化
………………………………………………………… Heat Transfer Research　鈴木良太……420

　プラント向け DX 技術の進歩が著しく，予防保全や運転最適化にデジタル
技術を取り入れる活動が盛んになっている。HTRI が提供する HTRI Smart
による熱交換器管理の DX 化の実例を紹介した。
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　製品の外観品質である色の測定表示方法および測定方法の概説と，日本産
業規格で規定されている化学製品の試験方法を用いた色彩管理の事例につい
て解説した。


